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会 議 の 名 称 総務文教常任委員会 
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出席委員 ◎堤  ○齊藤  並河  中村  田中  西村  日高  木曽  石野     

執行機関出席者 
西田総務課長、木村財政課長、八木税務課長、岸人事課長 

 

 

傍聴 可・否 市民 ０名 報道関係者  ０名 議員  ０名 
 

会  議  の  概  要 
 
１ 堤委員長 あいさつ 開議 
 
２ 事務局日程説明 

 

３ 委員長報告の確認 

＜堤委員長＞ ―委員長報告の朗読― 

  ４ページ目下から６行目と２行目の「採択」を「採決」に変更して、その他以上の

とおり、報告するがいいか。 

 

      ― 全員了 ― 

 

＜堤委員長＞ 

  それでは、このとおり報告する。 

 

１０：４６～ 

４ その他 

（１）専決予定事項の説明 

総務課長あいさつ 

  ・亀岡市一般会計予算＜財政課長説明＞ 

  ・市税条例の一部改正＜税務課長説明＞ 

  ・職員の懲戒の手続及び効果に関する条例一部改正＜人事課長説明＞ 

 

＜質疑＞ 

＜西村委員＞ 

  他に公益法人に移行する法人はあるか。公益化する事情は。 

＜人事課長＞ 

  来年の４月を取得目標に取り組んでいるのが亀岡市福祉事業団と亀岡市農業公社

と聞いている。より市民に密着した公社の特性が図れるようにとの法律の趣旨によっ

ている。 

＜田中委員＞ 

  職員の懲戒の手続及び効果に関する条例第２条第１号の住宅公社も削除では。 

＜人事課長＞ 



  １月１３日破産解散。 

                             ～１０：５７ 

 

（２）議会だよりの内容について 

＜事務局＞ 案の説明 

＜堤委員長＞ 

  このような内容でいいか。 

 

        ― 全員了 ― 

 

（３）行政視察について 

＜事務局＞ 案の説明、花巻市は調整中である。 

＜堤委員長＞ 

  視察について、意見はあるか。 

＜西村委員＞ 

  釜石市は多くの犠牲者が出ているが、受け入れは大丈夫か。遠野市はいい選択で 

ある。 

＜事務局＞ 

  承諾は得ている。２３年度中にも何件かすでに受け入れられている。 

＜日高委員＞ 

  釜石市は「釜石の奇跡」と言われた有名なところである。モデル的に非難訓練をし

ていて役に立った。防災教育面も視察事項に入れてほしい。 

＜事務局＞ 

  追加で依頼する。ボランティアは NPO でされているところが多いように聞いてい 

るので、市の対応で的確な話が聞けない場合はご了解を。花巻市に断られた場合はど

うか。 

＜西村委員＞ 

  ダメなら小型バスででも沿岸部の視察がしたい。 

＜齊藤副課長＞ 

  それなら行程を考えないと効率的に回れない。 

＜並河委員＞ 

  宮古市は復興が早かったと聞いているので可能であれば当たってほしい。 

＜堤委員長＞ 

  今の意見を参考にもう少し検討する。 

 

     ― 全員了 ― 

 

（４）暴力団排除条例について 

＜事務局＞ 

  検察庁と事前協議したところ、第１８条（両罰規定）の第２項はどうしても盛り込

んでほしいとの強い要望であった。京都府条例も改正予定であり、すでに制定されて

いるところで第２項が入っていないところは改正して入れられるよう検察庁が働き

かけておられるとのことであった。 

＜堤委員長＞ 

  そういうことであれば、第２項を盛り込むこととするがいいか。 



 

     ― 全員了 ― 

 

＜事務局＞ 

  ４月４日の全員協議会資料として第２項を入れた条例案を今日の幹事会で改めて

配付させていただくので、会派の皆さんにも周知願う。 

 

（５）次回の日程及び内容について 

  ・４月４日（水）全員協議会終了後 

 

                            １１：２２ 閉議 

 

 

 


